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教室に於ける戦後14年間の

乳糜尿症の統計的観察
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A Statistical Observation on Chyluria Cases in Our Clinic for Fourteen Years after the

Second World War. Michio NOGITA, Saneshige OKADA,Yasushi SHIMIZU and Naohiko MAEYAMA

Dept, of Dermatology and Urology, School of Medicine, Nagasaki University (Director: Prof.
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Endemics, Nagasaki University (Director: Prof. D. KATAMINE)

教室の乳贋尿症については既に昭和10年駒屋教授

が罪24回日本泌尿器科学会総会の宿題報告を担当され

た際,大正3年9月より昭和9年8月に至る20年間の

214例につし?て整孵-し,さらに昭和14年第40回九州医

学会の宿題報告で北村〔包)教授がこれを加えた昭和

14年8月に至る満24年間の368例について詳細な報告

を行っている｡

われわれはこゝに昭和21年より34年にいたる戦後14年

間の316例の統計的観察を*J山こ大正3年白月以降今

日に至る46年間の乳魔尿症の推移をうかがった｡

〔ただ昭和19, 20年の記録は原堪のためなくなって

いるのでこの両年ははぶいた〕

教室46年の乳磨尿症の推移(表1,図1〕

大正3年9月より昭和34年12月に至る46年間に皮泌

科教室,並に風土病研究所を訪れた乳贋尿患者は鞍前

30年間由529例と戦後14年間の316例の計845例で(男
､

子586例,女子259例)で,全般的にみて木症ほ昭和9

年以降急激に増加し,昭和18年には戦前,戦後を通じ

ての最高値(46例,外来患者の2.04%)に達してい

る｡戦後では,昭和21年はわずかに1例に過ぎないが,

その後年を迫って増加し,昭和26年には戦後の最高値

(39例1.85%)をかぞえ,以後は多少の増減はある

が今日なお相当の高値を保持している.

昭和9年以降かくも急激に患者の増加したことに対

し北村(也)教授ほこれをこれよりさき昭和5年に開

始された腎品田僅入療法の知識の地方の人々への普及

と関係づけているが,との昭和5年から18年にかけて

ノの患者数の最も多かった戦前14年間の381例に比べ戦

後14年間の316例は数の面では梢々減少していること

ば確かであるが,昭和4年以前の}16年間の148例に比

べると2倍以上にも当り,挽近の地方に於ける専門医

の増加から考えると,予防対策の進歩によりフィラl)

ア症は減少しつゝあるかも知れなし1が,乳贋尿症その

ものは必しも満足山来る程減少していないのでほない

かとさえ障測される｡
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■
大正3年9月より昭和34年に至る46年接すaの
乳ビ尿患者の推移(昭和19. 20年欠如〕

合　586,♀　259

14年迄ほ北村,二神,掘ロ,一ノ瀬.片肺こよる)

戦旗14年間の乳塵尿症

淑後14年[Illの乳傑尿患者316例の年度別,性別,病■

塑別て?j頻度並びに各年度の泌尿紫患者数看て対する百計
L

率ほ表2及び図2に示す｡

各年度の患者数は昭和26年の39例番数高に,昭和21.
i

一

年の1例を最低に平^123忠誠であり,泌尿器患省数に

対する百分率では最高昭和2日年の4.95%,最低21年-

の0-3%で平均3.34%である.

病型別頻度

肉眼的に単に乳腐枝白硯にとど意るもの214脚~

(67.7%〕,血液を混ずるもの102例(二32.3%)で,快

感教授の21堵例申前者が67例　て31.4%) ,後者が14T

l接; (68.Q%}て:;て,:キri L'J草ロ..'/vj 2すす_ゝトト､たとすT<く
､■-.

逆の関係着こあり,単純な乳腰尿患者が血乳糜尿患者酔

2倍を占めている.北村(也)教授らd7)成構でも

前者が11了例(32.2%〕,後者が170刑(46.8早島〕,両者~

交錯するものが?6例(20.9%〕で,換2者を合わせると

わずかに前者が増えているとほいえ殆んど的屋教授の.

場合と同じでぁる中勿論診察韓肉眼的看て血液を混じな

かったものでも,鰭簡は最の問題で.ある時期にば血.

椋混濁を示し褥-るて｡たの可能性ほ充分考えられるが,

上記の数字だけ.からみると或ほ最近では血乳傑尿は択

鮮に少くなって発ているのではないかとも考えられる.
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g!ヰ
各年度別例数(男子l…J,女子J=コ〕

並びに

性別的頻度

男子183例甲.9%〕に対し女子fa133例(42.1? 〕
l

で梢々甥子に罷患率が高いが,これも駒屋教授の男子

172例〔80.4%〕,女子42例(19.6%〕,すなわち4 :

1の男女比及びこれに次ぐ北村〔包〕教授の男子282例

(76.6て/o〕,女子86例〔23.4%〕サすなわち3.3 : 1の

男女比に比べると甚しい懸隔がある.しかし両教授時

代の男女比の推移,さらには北村教授の統計以後昭和

18年迄の男子121例に対する女子40例,すなわち3. :

1の此率を考慮するとき.外来を訪れる乳糜尿痘の男

女差は年を追って次第に締まって来つゝあると言って

もさしつかえなかろう･　｢

東診年令別頻度(表3,国3〕

男子では最年少4才,最年長79才,女子では夫々17

才'77才で'全体的に50代を頂点に前後に向って減少

し, 50, 40, 60, 30, 20, 70, 10代及びそれ以下の順

であり,性別的には50, 60, 20代では圧倒的に男子が

多く, 30, 40, 70代では女子が梢々多い｡これを駒

罪,北村教授時代の31-40 (96例〕, 41-50 (70例〕,

21-30 〔65例〕, 51-60 (62例〕, 61-70 (34例〕,

ll-20 (26例5, 71-80 (4例〕, 10才以下(1例〕の

慣に比べると丁度40代を軸に,温点を30代から50代に

'曲線の山を左から右に折り返した状態にある｡この

様に以前にはち0代を中心にしていた山が何敵に戦後で

は50代に移ったか'これが解釈も決して容易ではない

が,北村〔包〕教授らも発病曲線と求診曲線の瀬,束の間

には10-20年のずれのあることをあげ,本症の持久性

を指摘している様に,或はかかる点に戦前,戦後のこ

の様な求診年令別頻度の相違を説明する鍵が匿されて

いるのではなかろうか｡　　　　　　　　　　　†

初診,再来別頻度〔表4〕

初診276例中未だ全然治療を受けたことのないもの

242例(87.7%),他の病院で治療を受けたことのある

もの34例(12-3%)で,後者の中24例〔70.6%)は一

応治癒したが再発, 9例(26-4%)は疲らないまゝわ

れわれの外来を訪れたものであり,再来患者40例中再

発例は31例(77.5%〕,持続例は7例(17･5%)であ｡

り, 316例の全例中再発乃至全然癒らないまゝ外来そ
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表　3　　　　年　令　別　-頭　皮

l

■

,　　　喜　　　　一　　　　e　　　!

合　　　　4　26　21　34　46^42I 9.

♀　　1 9,　36!  16す13i
l

計　　　　　　　　　35　　51.　70　　74　　58　　22　　316

図　　3

男性l≡l　女性!=コ　合　最高79才,最低4才

♀　最高77才,最低17才

:す＼!
訪れた患者数は74例　23.4%で本症の難治,持久性を

物語っている.

∵コ慧岳

初　診　再　来　別

初

診

i7I-SITIT_I_-_I;I

患者の地域的分布(表5)

316例Frj県内居住者299例〔4.6?〕,児外及び未記

拙者17例〔5-4%〕で,県内居住者だけについて言う

と長崎市を含めた西彼地区が159例(50-3?〕で患者

の大半を占め,これに島原市を含めた南高地区の42

例〔13す3%〕が続き,以下両校(五島)地区の39例

(12.3%〕,諌早市を含めた北高地区の28例J3.9%),

佐世保市を含めた北松地区の19例(6.0%〕,大利市

を含めた東街j｣地区のI1例(3.5%),壱岐地区の1例

〔o-3%)の順で,この順位は略々駒屋教授の夫れと

類似している｡なお長崎市内在住患者91例中五島その

他県内県外のフィラリア流行地と目される地域に居住

したことのあるものが18例をかぞ阜ている｡

I表5患者分布

=二ニー-こ二----す-ここ岩ニュー--･-=-=ヒ,亡ニー一-二一こと==｢ヒ---7す--二=二=±一三二±=±_三ヒ=:_･-ヒ▲=三=三三≡｢=一三三一竺jJlすす･-･--■■~■---ニー--･･__■武1
.I-

-M

m

mォ直垂6理7a霧直垂武義un.す3武武96=武l:6武4武'.32%
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�"43
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�"85
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.39
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T｢盲~―頂~｢外す垂:武｣堅塁十喜≡862
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ミクロフィラリア検出率〔表6〕

血中のミクロフィラリア検査を行った140例中陽

性はわずかに12例(8-6%)に過ぎず,残りの128例

(91-4?a)は陰性である.相当数の記載もれのあるこ

ょから考えて必しもこの値がそのまゝ真実を伝えてい

るとも思えないが,.的屋教授の陽性率55/105〔52- 3ヲ6),

北村d包〕教授の甲/126 (50.8%〕に比べると余りに懸

罪扇があり過ぎる.

こu-jことば各種粗大寄生虫に有効なアンチモン~ゝコロ

イド剤やピベラジン剤が用いられる様になって仔虫は

もとより或は母虫も亦減殺される様になったことに最

大の原因があることは論を侯たないが,他面長い年月

の問には自ら母虫も亦器質化した淋巴管組織内に埋

L投,死滅し,仔虫の生産も止み,唯その後遇症として

･の乳凍尿症が.われわれの外来を訪れているのではなか

ろうか｡殊に戦後風土病研究所の行いつつあるフィラ

i)ア対策の成果を思うときこの感が深い｡　　　t

ミ　ク　ロ　フ　ィ　ラリ　ア

患側別廟度〔表7)

患側を蛎言己せるものは症例の約半数の152Wこ過ぎ

ないが,この中両側性のものが64例〔42.1%〕,左腎

のみが55例(36.2て/o〕,石野が33例〔2L7%)で,北村

(包〕教授の左腎89例(59.7%) ,右腎60例(40.3%〕

でわずかに左腎に偏重するとした点ではこれと一致す

るが,北村教授が偏側149例(86. 6%〕に対し両側23例

(13一4%)で両側性曜患の極めて少いことを強調して
r

いるに対し,戦後症例では夫々57.9%と42-1%でその
｢､･

差ほ必しも大きぐない｡

表　7　　患　側　別　頻　度

ト_=_ー　　　　　　　　　　　　　ーー　　　　　ー==　　　　　　　　　　　　　　　ー　　　　　　　　ニ

〒二三二二二

治療況状

二未処置乃至他の診療機関に治療をゆだねた126例を

除いた190夙に対して行った括療を一括すると国4の如

■くでサ就中･(味渡ナト.]ウムを主とする腎孟内薬液注入

療法を行ったものが圧倒的に多く,スパトニン′内服療

法乃至は両者の併用がこれに次ぎ,&数例ではあるが

腎周閏淋巴管除去手術を行ったものもある｡

個々の療法の成J･績は表8,9,10,ll,12に示す｡

表8所定ナトl)サム注入(94例〕

全治42例〔44.6日%〕平均治療回数7-55回

二二二二ニーニ=武一-二--三三す･∴----｢二=__二こ==二二二二項12｢3す451巾Tlbす12すこ3す141516!25

耶Il|35'うGT市~｢柿1丁ー]丁て

軽快21例〔22.34%〕平均治療回数5.90回

I-1漬[*i,iJcIII2すi下6千村巾l一市

馴lす小いi3､11川2111

不明31例〔32.97%)平均治療回数3.97回

~一新1;7IIOす16‡÷÷十十三÷‡

表9所産ナト.)サムと硝酸銀液注入(17例)

-ニーーー----ニ■･ニユユニ-ニー･すーー----＼｣
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表10

所定ナトリウム注入とスパトニソ内服乃至注射〔工6例〕

三==〒≡二-._⊥　　　　　　主二==二_ニー十　　丁　二-　　　　　　　　　　丁

二三二±享-二　二≡ニー~三-

表1]　スパトニン内服〔25例〕=_,_
--㌔-⊥里聖l全治I軽叫不変j不明

表12　　　そ　の　他　の　治　療

=二=｢■-す【--　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　ニ

I　　　　　　　　　　-Lす　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-l　すL LL―

○腎周囲淋巴菅除去活浄術5例ー全治5

oスパトニソ注射4例丁全治3〔平均23本〕,不変1

(12本〕

○アンチモンコロイド注射(8回) 1例―全治

○沃度ナト.)ウム注入(ユ0匝1) '.ゾルスチボサン注射

(22回) 1例一全治

○スパトニソ内服,注射併用(16日) 1例-―全治

○疾度ナト.)ウム(1ユEl〕 ,スパトニソ注射(16回〕

,コンムニン(ユユ回) ,スチボサン(13回) 1例

―全治

○食塩水及び沃度ナトリウム注入2例-全治1ノ,不明1

o硝酸銀注入3例一全治1 (4回〕 ,不明2

oブl=-ムナト.]ウム注入(2回) 1例←不明

○沃皮ナト.)サム(3匝口,食塩水〔2回〕 ,硝酸鋭

〔2回) 1例―全治

○沃庶ナトリウム〔2回〕 ,硝醍銀(1回〕,ブ占―ム

ナトリウム(2回〕 1例一全治

○食塩水,ブロームナトリウム2例―全治2例(平均

1-5と3.5回)

○沃度ナトl)ウム〔5回〕 ,硝酸塩(2回〕注入とょ

チブナ―ル注射(13回〕 1例-不明

○沃度ナト.)?ム(7回〕 ,マファルゾーA(0.54岳)

注射1例―不変

○ゾルスチボサン注射(コ8回) 1例―不変

0スパトニン(9r三　>x4, 12Iabxユ8〕内服,スチブづト

ール注叶(11回)併用1例一不明

○沃度ナトl)ウム(8回〕 ,イスラビン〔5回) ,概

観銀(5回)注入1例一全治

○食塩水注入3例-全治1 ,不明2

0食塩水注射,カチ―フ注射又はトロンボデン注射2:

例-全治1,不明1

0日然治癒.-　-4例

○未処置-ユユ0例

○他-紹介- 16例

これらの成般を一打表示すると表13の如くで'最も､

正確なものは腎周囲淋巴管除去手術で,中2例に術後

患側は治癒したが反対側の腎より乳傑尿の排淋をみた

ものもあるが一応全例(5例〕が根治している｡ただ

本法は患者にとっては相当の侵襲であるだけに簡単に

､､-＼1

表13　　　　治　療　効　果　総　括
二ニーニニー-　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　ー　　-　　　　　　　←丁-･す　　　　　　　　---一-　　　　こ

■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･　　　　　　　--------････- ･-･･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-･　･･-　　　　　　　　　　　　　　　■

壷証丁壬竺二L空_L竺l上竪軽三一号型苧

行えないのが難点である｡次に良いのは摂度ナトリサ

ム,硝酸銀その他の薬液の腎孟拝注入療法とスパトニ

IJ?その他の薬剤の内用との併用でサ治癒率60%,軽快

例を加えた有効率は85%で,薬液の腎盃内注入だけで

は治癒率,有効率夫々48.8%ゥ68%で梢々劣り,最も

成措の良くないのはスパトニンその他の内用のみで結

一接したもので治癒率36一1%サ有効率41-7%であるが9

これは乳腐乱の発生機序から考えて当然の帰結と言う,

べきであろう.

自然治癒の4例は入院,安臥せるため又ほ朕耽脚蘇

等で一応乳糜尿の排紳をみなくなったものである.

最後に入院治療と通院治療との治癒率を比較してみ

るとゥ一応治療を行った190例中入院加療した119例で

は治癒63,軽快25例で,治癒率,有効率は末々52-94

73-95%であるに対しサL三通院括接者rjユ例では拾癒
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32,蚊快6例で,夫々45-07%, 53-52%で,やはり入

院加療したものの方に治癒率,有効率共に高い〔表14〕

≠≒て享~~

治　療　状　況　一　覧

癒　----　32

釆　　軽　　快‥-I-I 6

7]　票　　冨--- 33
■　　　　　　~~~･---　　　　　　　　　　･･--　　　　　　　　　　　　･ -･-　　　　　　　　　　　　　　　　　･ ･ ･･-- ･　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　___　-･　　一
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ま　　　と　　　め

昭和21年より34年に至る戦後14年間に訪れた乳贋尿

症316例について統計的観察を試み,あわせて大正3

年9月以降今日に至る46年間の乳贋尿症の推移をうか

かい,統計面にあらわれた戦前,戦後甲赤目連について

2, 3の考察を加えた｡

得られた成績を要約すると次の如く･なる:

1 ) 46年間の乳魔尿症は戦前の529例と戟後の316例

の計845例で,うち男子586例〔69-3%〕,女子259例

(30-7%)であり,本症は昭和9年以降急激に増加し,

昭和18年には故前,戦後を通じての最高値(46例,泌

尿器患者の2.04%〕に達し,戦後は昭和21年の1例よ

り次第に増加'昭和26年に至っで戦後の最高値〔39例,

1.85%〕を占め,爾後は多少の増減はあるが依然可成

の商値を保持しており,最も患者の多かった戦前の14

年に比し患者数は必しも著しくは減少していない.

2)執政14年間の3ユ6例については

a〕臨床型としては乳糜尿214例,血乳糜尿102例で

前者が後者の約2倍を占め,戦前とは全く逆の関係に

ある｡

b)性別では男子183例〔57. 9%〕,女子133例〔42ー1%〕

で梢々男子に曜患率が高いが戦前に比べると著しく男`

女差が少くなっている｡

c〕求診年令別では50, 40, 60, 30, 20, 70, 10代

及びそれ以下の順に低く,戦前の30代を中心にした山

が敬後では50代中L､になっている｡

d〕初診276軌再来40例で,うち未治療242例(76-6･

%〕,治療後再発乃至病状持続せるもの74例(23.4%〕.

e〕患者の地域的分布では県内居住者299例〔94. 6%〕,

県外その他17例(5-4%〕で,市部を含めると西彼捗

区159例(50.3%),南高地区42例(13.3%〕,南船地

区39例(12.3%),北高地区28例(8.9%〕,北松地区
L

19例(6.o%〕,来校地区11例(3･5%〕,壱岐地区1例
(o.3%)である●

f)血中ミクロフィラリア蚊牡鹿は被検140例中わず

かに12例　>%)で,戦前の蚊性率50%以上に比べ

ると著しく減少して来ている.
｢

g)患側を明記せる152例中,両側性64例〔42- 1%¥

左根1155例(36.2%),右側33例(21-7%〕である｡

b)治療中最も確実なのは腎周囲淋巴管除去手術で

施行全例治癒｡腎孟内薬液注入とスパトニンその他の

内用との併用(治癒率60%,有効率85%),腎孟内注

入単独(48.8%, 68%)がこれに次ぎ,スパト=ソ

その他の内用療法だけのものが最も悪い(36.1%,
41- 7%〕.

i〕入院加療せろu9例では治癒63例〔52-94%㍉通

院治療71例では治療32例〔45.07%〕で,蚊決例をあ

わせると有効率は夫J･73-95%, 53.52%でやはり入院

加療せる者の方に成績が良い;　　　　1

要之,戦前,戦後を比べると本症にも色々な面で略･

り変りというものはうかがえ㌍,現在なお本症は敵
前に比べ,決してわれわれが考えている程著い減少
してはいない.

フィラ1)ア対策は言う迄もなく病原虫の媒介者であ.

る蚊の撲滅と共に仔虫保持者ばかりでなく非感染者を

一も含めて流行地の住民を集酌勺に徹底的に括癒するこ

とにある.かくすることによって一方では新たなる略

染が防ぎ得ると共に他面では既にフィラリアに感染し

た人々も器質的変化の起る以前に体内の病原虫を滅験

し,本症の発生を未然に防ぎ得よう;

全国的に徹底的なフィーラリア対策が講ぜられつつあ

る晩近の趨勢からみれば,極めてやつかいな乳糜尿症

もやがて近い将来にはわれわれの外来から影をひそめ

て行くのではなかろうか｡

(潤筆するに当り御校閣を賜った北村,片峰両教招

並びに統計に御協力をいただいた皮膚科教室の森講恥

田中,探町助手に深謝する)
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S ummary

A statistical observation was done on 845 cases of chyluria treated in our clinic fcr the
years from 1914 to 1959. Especially, 316 cases among them treated for fourteen years after

the Second World War were examined in detail. There were 586 male patients and 259

female among all cases. The cases showed a sudden increase in the number in 1934 and

amounted to maximumin 1943. Immediately after the War it temporarily decreased and

then rapidly increased, now coming up to the prewar level.

Concerning the 316 cases treated after the War, there were 102 cases of haematochyluria

and other chyluria, being reverse to its ratio seen in the prewar time. The female patients

were 133, being superior in the number to it before the War. The age distribution of

treated patients was showing a preponderance in thirties before the War, but in fifties aft-

er it. The distribution of the patients in Nagasaki prefecture was found at the highest in

Nishisonogi District, and the further order of frequency of them was as follows: Minamitakagi,

Minamimatsuura, Kitatakagi, Kitamatsuura, Higashisonogi and Iki Districts. The incidence

of microfilariae in the blood was found at 12/140 (8.6%), remarkably decreasing in

percentage, compared with it of 50% and over in prewar days.

Regarding a lesion of the kidney, it was observed in the left on 55 cases (36.2%), in

the right on 33 (21.7%), and in both on 64 (42.1%). Among the treatments which were

done, the lymphangiectomy around the kidney proved to be most successful, and infusion

into the pelvis of 1.5%•`2.0% sodium iodide solution or 1.0%•`3.0% silver nitrate solution,

combined with peroral administration of diethylcarbamazine, was found to be effective in
some extent.

Speaking in general, the treatment was more effective in inpatients than in outpatients.
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